
1

　

八
幡
橋
は
、
富
岡
八
幡
宮
の
す
ぐ
東
隣
に

あ
る
赤
く
塗
ら
れ
た
鉄
橋
で
、
毎
日
、
地
域

の
人
々
や
小
学
生
た
ち
が
登
下
校
に
渡
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
点
、
ご
く
普
通
の
橋
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
実
は
こ
の

橋
は
国
の
重
要
文
化
財
な
の
で
す
。

　

八
幡
橋
は
、
東
京
府
の
依
頼
で
明
治
11
年

（
１
８
７
８
）
に
工こ
う

部ぶ

省し
ょ
う

赤あ
か
ば
ね羽
製せ
い
さ
く
じ
ょ

作
所
（
現

在
の
東
京
タ
ワ
ー
付
近
）
が
製
作
し
た
、
東

京
で
最
も
古
い
鉄
橋
で
す
。
完
成
す
る
と

現
在
の
中
央
区
京
橋
の
楓
も
み
じ

川
に
か
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は
江
戸
時
代
か
ら
木

製
の
弾
正
橋
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時

は
弾
正
橋
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
大
正
2
年

（
１
９
１
３
）
の
市
区
改
正
で
新
し
い
弾
正

橋
が
架
け
ら
れ
る
と
、
元
弾
正
橋
と
名
称
が

変
更
さ
れ
、
同
12
年
の
関
東
大
震
災
後
の
帝て
い

都と

復ふ
っ

興こ
う

事じ
ぎ
ょ
う業

で
廃
橋
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

4
年
（
１
９
２
９
）
に
現
在
地
に
移
さ
れ
る

と
、
八
幡
橋
の
呼
称
で
親
し
ま
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

製
作
さ
れ
て
す
で
に
１
３
６
年
。
鉄
橋
と

い
っ
て
も
ア
ー
チ
が
鋳
ち
ゅ
う
て
つ鉄、
他
の
引
張
材
が

練れ
ん
て
つ鉄
と
い
う
、
鋳
鉄
か
ら
練
鉄
へ
の
過
渡
期

の
遺
作
と
し
て
、
近
代
橋
梁
技
術
史
上
価
値

の
高
い
も
の
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
地

に
架
橋
さ
れ
85
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
文
化

財
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
橋
と
し
て
の
価
値

も
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）
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前
回
「
大
島
地
域
の
出
村
」
に
引
き
続
き

大
島
地
域
の
出
村
の
う
ち
、
江
戸
時
代
に
は

正
式
な
村
と
し
て
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た

亀
戸
出
村
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

村
の
中
の
「
村
」

　

亀
戸
出
村
の
範
囲
は
、
横
十
間
川
以
東
・

竪
川
南
岸
・
中
川
沿
い
の
広
域
に
わ
た
り
、

お
お
む
ね
大
島
3
・
6
丁
目
の
大
部
分
と

4
・
5
・
9
丁
目
の
一
部
に
あ
た
り
ま
す
。

　

亀
戸
出
村
は
、
江
戸
時
代
に
は
亀
戸
村
の

一
部
の
地
名
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
前
回

取
り
上
げ
た
他
の
出
村
と
は
異
な
り
、
正
式

な
村
と
し
て
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
江
戸
時
代
の
切
絵
図（
図
1
）を
見
て
も
、

亀
戸
出
村
の
範
囲
で
あ
る
竪
川
南
部
も
「
亀

戸
村
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

武む
さ
し
の
く
に

蔵
国
（
現
東
京
都
・
埼
玉
県
）
の
村
ご

と
の
沿
革
を
記
し
た
江
戸
時
代
の
官
撰
地
誌

『
新し
ん
ぺ
ん編
武む
さ
し蔵
風ふ

ど

き
土
記
稿
』（
以
下『
新
編
武
蔵
』）

を
み
て
も
、「
亀
戸
出
村
」
の
項
目
は
な
く
、

一
村
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、「
亀
戸
村
」
の
説

明
に
「
竪
川
南
部
の
中
川
の
方
に

も
村
域
が
広
が
り
、
飛
地
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
竪
川
が
開
削
さ
れ

る
前
は
地
続
き
だ
っ
た
の
で
今
も

飛
地
と
は
言
わ
な
い
」
と
い
う
一

文
が
あ
り
、「
川
を
越
え
て
飛
地

が
広
が
っ
て
い
る
」の
で
は
な
く
、

「
川
が
開
削
さ
れ
て
村
域
が
分
断

さ
れ
た
」
と
い
う
認
識
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
竪
川

が
万ま
ん

治じ

2
年
（
１
６
５
９
）
に
開

削
さ
れ
た
人
工
河
川
で
、
そ
れ
以

前
は
亀
戸
村
本
村
と
出
村
が
陸
続

き
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
飛
地
」（
出

村
）
と
は
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
す
。
こ
の
点
が
前
回
紹
介
し
た

他
の
出
村
の
よ
う
に
、
幕
府
に
召
し
上
げ
ら

れ
た
土
地
の
代
わ
り
に
与
え
ら
れ
た
替
え
地

と
し
て
成
立
し
た
出
村
と
異
な
る
点
で
し
ょ

う
。

　

し
か
し
、「
亀
戸
出
村
」
と
い
う
地
名
は
、

竪
川
以
南
の
亀
戸
村
領
域
に
あ
た
る
小こ

な名
の

総
称
と
し
て
は
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
本
来
、
年
貢
上
納
な
ど
行
政
的
に
亀
戸
村

に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
出
村
分
」
と

し
て
本
村
と
は
別
に
村
役
人
2
人
が
置
か
れ

る
な
ど
実
質
的
に
は
亀
戸
村
本
村
と
区
別
さ

れ
て
住
民
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
も
亀
戸
出
村
は
あ
る

程
度
の
自
立
性
を
も
っ
て
い
た
村
の
中
の
も

う
ひ
と
つ
の
「
村
」
と
し
て
存
在
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

亀
出
神
社
の
地
蔵
供
養
塔
と
羅
漢
寺

　

亀
戸
出
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
神
社
に
愛
宕

神
社
（
大
島
3
）
が
あ
り
ま
す
。
寛
文
12
年

（
１
６
７
２
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
別
名

を
亀
出
神
社
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
名
は
亀

戸
出
村
に
由
来
し
て
お
り
、
神
社
の
辺
り
ま

で
亀
戸
出
村
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
『
新
編
武
蔵
』

で
は
愛
宕
神
社
そ
の
も
の
は
「
大
島
村
」
の

所
属
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
ぐ
近
く
に
あ

る
羅
漢
寺
は
「
亀
戸
村
」
に
所
属
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
亀
戸
村
（
亀
戸
出
村
）
と
大
島

村
の
境
界
が
愛
宕
神
社
の
す
ぐ
近
く
ま
で

迫
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

村
と
し
て
正
式
に
成
立
し
て
お
ら
ず
、
史

料
上
で
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
な
江
戸
時
代

の
亀
戸
出
村
で
す
が
、
愛
宕
神
社
に
は
そ
の

存
在
を
証
明
す
る
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
、「
地
蔵
供
養
塔　

享
保
10
年

（
１
７
２
５
）
在
銘
」（
区
登
録
有
形
民
俗
文

化
財
、
図
2
）
で
、
現
在
は
亀
出
子
育
地
蔵

尊
と
し
て
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
銘
文
に
は
「
亀
戸
出
村
講
中
」
と
奉
納
者

名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
享
保
年

間
に
は
「
亀
戸
出
村
」
の
名
称
が
成
立
し
て

い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
は
五
百
羅
漢
（
区
登
録

史
跡
「
五
百
羅
漢
跡
」
大
島
4
‐
5
）
や
歌

川
広
重
の
浮
世
絵
で
も
知
ら
れ
る
三さ
ざ
え匝
堂
が

有
名
な
羅
漢
寺
（
明
治
20
年
区
外
転
出
。
現

在
の
西
大
島
駅
近
く
に
位
置
す
る
羅
漢
寺
は

明
治
36
年
に
区
外
か
ら
転
入
。
所
在
地
は

同
じ
）
も
、『
新
編
武
蔵
』
で
は
「
亀
戸
村
」

に
属
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
羅

漢
寺
に
は
亀
戸
出
村
に
関
す
る
文
化
財
は
残

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
明
治
10
年

（
１
８
７
７
）
の
寺
院
明
細
帳
（
政
府
が
寺

亀
戸
出
村

亀
戸
出
村

城
東
の
村
を
歩
く
⑥

城
東
の
村
を
歩
く
⑥で

む
ら

図1　嘉永4年（1851）「改正本所猿江亀戸辺図」（中川船番所資料館蔵）

竪
川
以
南
の
地
域
も「
亀
戸
村
」と
な
っ
て
い
ま
す
。「
畑
」と
の
み
記
さ
れ

て
い
る
箇
所
も
亀
戸
村
に
該
当
し
、「
五
百
羅
漢
寺
」（
羅
漢
寺
）も
亀
戸

村
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図2　地蔵供養塔　享保10年在銘
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院
ご
と
に
来
歴
や
寺
宝
な
ど
の
財
産
を
書
き

上
げ
さ
せ
た
帳
簿
、『
妙
満
寺
八
品
・
興
門

本
成
寺
・
黄
檗
・
時
明
細
簿
』
東
京
都
公
文

書
館
（
以
下
都
公
）
蔵
）
に
は
、
檀
徒
総
代
・

世
話
人
総
代
と
し
て
亀
戸
出
村
福
田
宇
右
衛

門
ら
3
人
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
檀
家
の

所
在
地
も
亀
戸
出
村
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
（
た
だ
し
、
当
時
の
檀
家
数
は

わ
ず
か
5
軒
と
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

明
治
初
期
の
亀
戸
出
村

　

前
述
の
よ
う
に
行
政
区
画
と
し
て
は
亀
戸

本
村
と
一
体
で
あ
り
な
が
ら
、
自
立
性
が
強

い
と
い
う
曖
昧
さ
が
あ
っ
た
「
亀
戸
出
村
」

で
す
が
、
明
治
以
降
の
地
図
に
は
そ
の
名

が
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
図
4
）。

そ
し
て
、
行
政
的
に
も
亀
戸
出
村
独
自
の
動

き
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
初
期
に
は
、
亀
戸
出
村
が
東
京
府
に

対
し
、
大
横
川
の
官
有
地
払
い
下
げ
嘆
願
や

中
川
堤
防
修
繕
許
可
を
出
願
し
て
い
ま
す
。

　

幕
府
が
解
体
し
た
明
治
維
新
以
降
、
旧
幕

府
が
管
理
し
て
い
た
大
横
川
縁
奥
行
2
間

（
約
3.6 
ｍ
）・
幅
50
間
（
約
91
ｍ
）
あ
ま
り
の

土
地
の
管
理
が
あ
い
ま
い
に
な
り
、
高
潮
の

被
害
な
ど
が
出
て
、
農
作
物
の
不
作
が
続
い

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
2
年
8
月
、
亀
戸
出
村
な
ど
周
辺
の

町
村
は
、
そ
の
土
地
を
町
村
方
に
払
い
下
げ

て
ほ
し
い
と
東
京
府
郡
政
局
に
出
願
し
、
同

3
年
6
月
、
地
代
１
８
５
円
で
払
い
下
げ
ら

れ
、
町
村
で
堤
防
の
築
造
な
ど
を
行
っ
て
安

心
し
て
農
業
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
同
8
年
10
月
、
突
然
、
東

京
府
は
「
河
岸
地
規
則
」（
明
治
5
年
成
立
）

に
よ
り
、
河
岸
地
を
官
有
地
と
し
て
管
理
す

る
た
め
、
払
い
下
げ
を
取
り
消
す
と
通
達

し
、
上
納
し
た
地
代
も
返
却
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
亀
戸
出
村
な
ど
の
町

村
は
、
明
治
10
年
8
月
に
嘆
願
書
を
提
出
し
、

川
縁
の
土
地
に
は
す
で
に
家
が
建
て
ら
れ
て

居
住
し
て
い
る
人
も
い
る
、
な
ど
と
し
て
川

縁
地
払
い
下
げ
の
再
認
可
を
願
い
出
ま
す
。

　

結
局
、
こ
の
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
の
出
願
人
の
中
に
は
「
亀

戸
出
村　

福
田
宇
右
衛
門
」
が
名
を
連
ね
、

明
治
以
降
の
亀
戸
出
村
の
村
政
の
一
端
が
垣

間
見
ら
れ
ま
す
（
租
税
課
『
既
決
簿
・
郷
村

地
理
・
第
四
号
』
都
公
蔵
）。

　

ま
た
、
明
治
11
年
8
月
に
は
、「
亀
戸
出

村
総
代　

福
田
宇
右
衛
門
」
ら
2
名
が
、
中

川
沿
い
の
堤
防
が
「
欠
崩
・
大
破
」
し
て
い

る
た
め
、
村
費
に
よ
る
修
繕
を
行
い
た
い
の

で
、
至
急
許
可
を
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う

内
容
の
願
い
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

仕
様
書
に
よ
る
と
工
事
は
、
堤
防
総
延
長

４
０
７
間
（
約
７
３
２
ｍ
）
あ
ま
り
、
人

足
動
員
数
は
延
べ
１
１
４
２
人
、
予
算
は

２
３
５
円
余
り
と
い
う
工
事
で
し
た
（
土
木

課『
回
議
録
・
願
伺
届
・
共
九
ノ
七
』都
公
蔵
）。

　

こ
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
明
治
初
期
に
は

亀
戸
出
村
が
一
定
の
自
治
能
力
を
も
っ
て
村

政
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

大
島
の
成
立
と
亀
戸
出
村
の
名
残
り

　

こ
う
し
て
亀
戸
と
の
行
政
的
区
分
け
が
明

確
に
な
っ
た
亀
戸
出
村
は
、
明
治
22
年
の
市

制
町
村
制
施
行
に
よ
り
正
式
に
大
島
地
区
へ

編
入
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
現
在
の
亀
戸
・

大
島
地
区
に
相
当
す
る
「
亀
戸
村
」
と
「
大

島
村
」（
明
治
33
年
町
制
施
行
）
が
成
立
し
、

竪
川
が
そ
の
境
界
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
以

来
、
昭
和
7
年
の
亀
戸
町
・
大
島
町
・
砂
町

の
合
併
（
城
東
区
成
立
）
や
昭
和
22
年
の
深

川
区
と
城
東
区
の
合
併
（
江
東
区
成
立
）
を

経
て
も
、
竪
川
を
境
と
す
る
亀
戸
と
大
島
の

地
域
編
成
に
変
更
は
な
く
、
こ
れ
が
定
着
し

て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
亀
戸
と
い
う

と
竪
川
以
北
の
地
域
を
指
し
ま
す
が
、
以
南

の
地
域
に
も
「
亀
出
」
な
ど
の
亀
戸
の
地
名

の
名
残
り
が
あ
る
の
は
、
古
く
は
「
亀
戸
」

と
い
う
地
域
が
竪
川
以
南
に
も
広
が
っ
て
い

た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
な
の

で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

斉
藤
照
徳
）

図3　歌川広重「東都名所　五百羅漢さざゐ堂」

図4　明治11年「精測東京府下改正区画郡区町村明細図」部分（国立国会図書館蔵）

竪
川
と
小
名
木
川
、横
十
間
川
・
中
川
に
囲
ま
れ
た

現
在
の
大
島
地
域
に「
亀
戸
出
村
」の
名
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。「
亀
戸
出
村
」の
村
域
に「
羅
漢
寺
」も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
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今
回
は
、
仙
台
堀
に
面
し
て
展
開
し
た
伊

勢
崎
町
（
清
住
3
付
近
）
を
取
り
上
げ
、『
町

方
書
上
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、以
下『
書

上
』）
を
中
心
に
、
成
立
の
歴
史
や
町
の
様

相
を
見
て
い
き
ま
す
。

町
の
歴
史
と
様
相

　

伊
勢
崎
町
は
、
仙
台
堀
北
岸
に
展
開
し
た

町
で
、
現
在
の
清
澄
通
り
「
海
辺
橋
」
北
岸

西
側
に
位
置
し
ま
し
た
。『
書
上
』
に
よ
れ

ば
、
寛
永
（
１
６
２
４
～
）
か
ら
元
禄
頃
ま

で
南
茅
場
町
（
日
本
橋
茅
場
町
1
・
2
）
や

松
村
町
（
銀
座
1
）
辺
り
の
材
木
問
屋
が

材
木
の
置
場
と
し
て
利
用
し
、
元
禄
12
年

（
１
６
９
９
）
に
材
木
が
猿さ
る

江え

御お

材ざ
い

木も
く

蔵ぐ
ら

に

移
る
と
、
翌
年
11
月
に
川か

わ
ぶ
ね船
方か
た

手て

代だ
い

13
人
と

同ど
う
し
ん心
6
人
が
拝
領
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ

の
辺
り
一
帯
は
「
元
木
場
」
と
呼
ば
れ
、
正

徳
3
年
（
１
７
１
３
）
閏
う
る
う

5
月
に
は
町
方
支

配
と
な
り
ま
し
た
。

　

拝
領
当
時
は
、
堀
割
に
面
し
て
い
な
が
ら

河か

し

ち
岸
地
が
な
い
た
め
、
借
り
る
者
も
見
当
た

ら
ず
、
地
主
一
同
「
迷
惑
」
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
年
12
月
に
発
生
し
た
火
災
で
、

町
内
一
円
が
類
焼
し
た
た
め
、
一
同
が
申
し

合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
拝
領
屋
敷
の
内
の
表
5

間け
ん

（
約
9 

m
）
を
往
還
と
し
、
現
在
使
用
し

て
い
る
川
沿
い
の
往お

う
か
ん還
を
河
岸
に
し
た
い

と
、
町
奉
行
所
に
願
い
上
げ
ま
し
た
。
同
4

年
2
月
の
こ
と
で
、
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

拝
領
地
は
、
類
焼
前
か
ら
町
屋
と
し
て

借
家
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
屋
敷
前
に
河

岸
が
な
い
た
め
、「
軽
キ
町
人
」（
借
家
人
）

以
外
に
借
り
る
者
が
い
ま
せ
ん
。
こ
の
機

会
に
河
岸
を
設
け
、
蔵
な
ど
を
建
て
れ
ば

「
宜

よ
ろ
し
き
ち
ょ
う
に
ん

町
人
」（
商
人
）
が
借
り
、
助
成
に
な
り

ま
す
。「
軽
キ
手
代
同
心
」
も
類
焼
で
続
兼

ね
る
た
め
、
屋
敷
内
の
道
幅
五
間
を
往
還
に

し
た
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
願
い
は
、
町
奉
行
が
吟
味
し
、
同
年

4
月
に
勘
定
奉
行
か
ら
川か
わ
ぶ
ね船
方か
た

手て

代だ
い
が
し
ら頭
に
許

可
が
出
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
河
川
・
堀
割
に
面
し
た
場
所

で
は
、
河
岸
（
物も
の
あ
げ揚
場ば

）
の
有
無
が
大
き
な

意
味
を
も
ち
ま
し
た
。
船
が
大
量
の
物
資
を

輸
送
し
た
当
時
、
水
路
に
面
し
た
場
所
に
は

物
資
を
積
み
下
ろ
し
す
る
河
岸
が
必
要
で
し

た
。
水
路
の
発
達
し
た
日
本
橋
や
深
川
に
は

河
岸
も
多
く
、
伊
勢
崎
町
の
拝
領
者
た
ち
も

町
場
（
商
業
地
）
と
し
て
の
価
値
を
生
む
、

河
岸
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
の
で
す
。

　

一
方
、
町
内
の
東
方
は
「
沽こ

券け
ん

地ち

」（
売

買
が
認
め
ら
れ
た
町
人
地
）
で
、
拝
領
地
と

は
異
な
り
ま
し
た
。
元
禄
13
年
11
月
、
小
笠

原
長
門
守
が
抱
か
か
え

町
屋
敷
と
し
た
後
、
享
保
17

年
（
１
７
３
２
）
5
月
に
河
岸
地
を
含
め
た

４
５
８
坪
余
が
大
文
字
屋
源
八
に
買
い
取
ら

れ
、
町
屋
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
方
で
は
１
０
０
坪
余
の
う
ち
69

坪
余
が
、
召
し
上
げ
ら
れ
た
屋
敷
地
の
代
地

と
し
て
、
本
所
中
之
郷
元
町
（
墨
田
区
）
の

左
兵
衛
に
下
し
置
か
れ
、
百
姓
地
と
し
て
中

之
郷
名
主
に
年
貢
が
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
残

り
の
31
坪
余
は
、
本
所
掛
り
の
町
方
御
用
屋

敷
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
も
う
ひ
と
つ

興
味
深
い
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
裏
手
に
久
世
長（

マ
マ
）

門
守
の
下
屋
敷
が

あ
り
、
町
内
の
中
程
に
通
用
道
と
圦い
り
ぼ
り堀

に
架
か

る
石
橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
屋
敷
の
場
所
は
、

往
古
は
海
辺
新
田
に
属
し
、
美
濃
屋
利
左
衛
門

と
申
す
者
が
所
持
し
て
い
ま
し
た
が
、
享
保
5

年
正
月
に
久
世
大
和
守
の
拝
領
地
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
も
久
世
家
の
屋
敷
で
す
が
、
伊

勢
崎
町
も
往
古
は
海
辺
新
田
に
ふ
く
ま
れ
て

い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
書
留

な
ど
は
な
く
、
確
か
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
。

　

享
保
５
年
（
１
７
２
０
）
に
拝
領
し
た
久

世
家
（
関
宿
藩
）
下
屋
敷
は
、
現
在
の
清
澄

庭
園
（
清
住
3
︱
3
︱
9
）
の
場
所
で
、
同

庭
園
は
屋
敷
の
庭
を
基
礎
に
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
（
本
紙
２
６
２
号
参
照
）。
ま

た
、「
海
辺
新
田
」
と
は
、
小
名
木
川
南
部

の
深
川
一
帯
の
村
名
（
猟
師
町
を
除
く
）
で
、

こ
の
辺
り
も
昔
は
村
で
あ
っ
た
と
の
認
識
を

も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
伊
勢
崎
町
と
い
っ
て
も
、

単
な
る
町
人
地
で
は
な
く
、
拝
領
地
、
百
姓

地
、
町
方
御
用
屋
敷
地
を
含
ん
だ
複
雑
な
様

相
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
江

戸
隣
接
地
で
あ
る
深
川
の
地
域
的
特
質
の
一

つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

伊
勢
崎
町

江
戸
の
町
内
探
訪
⑦

伊勢崎町伊勢崎町
海辺橋海辺橋

「本所深川絵図」部分（2点とも）
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稲
畑
廣
太
郎
で
す
。
実
は
、
以
前
こ
こ
で

連
続
講
座
を
し
た
際
に
同
じ
よ
う
な
テ
ー
マ

の
お
話
し
を
し
ま
し
た
。
今
回
も
「
俳
諧
か

ら
俳
句
へ
」
と
演
題
を
決
め
た
の
で
す
が
、

テ
ー
マ
が
重
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
副
題
を

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
千
四
百
号
の
歩
み
」
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、

「
俳
諧
か
ら
俳
句
へ
」
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

俳
諧
と
い
う
の
は
、
江
戸
時
代
で
は
「
俳

諧
の
発
句
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
正ま
さ
お
か岡
子し

き規
が
俳
句
革
新
運
動
を
始
め
た
と

き
、
明
治
24
年
に
「
俳
諧
の
発
句
」
を
縮
め

て
「
俳
句
」
と
し
ま
し
た
。

　

話
は
そ
れ
ま
す
が
、
子
規
は
命
名
の
名
人

で
し
た
。
高た
か
は
ま濱

虚き
ょ

子し

の
「
虚
子
」
も
、
虚
子

の
長
男
の
高た
か
は
ま濱

年と
し

尾お

の
「
年
尾
」
も
子
規
が

つ
け
ま
し
た
。「
年
尾
」
は
年
末
の
生
ま
れ

で
「
年
の
尾
っ
ぽ
」
だ
そ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
俳
諧
は
、
松
尾
芭
蕉
の
時
代

か
ら
「
宗そ
う
し
ょ
う匠

俳
句
」
と
い
う
も
の
が
さ
か
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
宗
匠
俳
句
と
は
、

え
ら
い
宗
匠
が
俳
句
を
教
え
良
い
点
を
つ
け

た
句
に
は
賞
品
が
出
る
、
と
い
う
よ
う
な
も

の
で
し
た
。
こ
れ
で
は
弟
子
は
点
取
り
に
ば

か
り
精
を
出
し
て
し
ま
い
、
作
る
俳
句
の
ほ

う
は
月
並
み
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
子
規
は

考
え
て
い
ま
し
た
。
現
代
の
様
々
な
俳
句
大

会
で
も
「
あ
の
選
者
な
ら
こ
の
言
葉
を
使
え

ば
選
句
し
て
も
ら
い
や
す
い
」
と
い
う
傾
向

を
考
え
て
投
句
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
自
分
の
作
品
と
し
て
の
俳
句
の
値
打
ち

は
ど
う
だ
、
と
い
う
の
と
同
じ
で
す
。
明
治

に
な
っ
て
も
、
俳
句
は
こ
の
月
並
俳
句
と
い

う
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

指
摘
し
て
革
新
を
提
唱
し
た
の
が
子
規
で
あ

り
、
そ
の
功
績
の
ひ
と
つ
が
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

と
い
う
俳
句
雑
誌
の
誕
生
で
あ
り
ま
し
た
。

で
は
、
こ
れ
か
ら
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
歩
み

を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
『
ほ
と
ゝ
き
す
』
1
号
は
、
明
治
30
年
1

月
15
日
発
行
で
す
。
題
字
は
「
ほ
と
ゝ
き
す
」

と
な
っ
て
い
て
、
表
紙
と
本
文
の
厚
み
が
同

じ
で
す
。
愛
媛
新
聞
社
の
印
刷
機
を
借
り
て

３
０
０
部
印
刷
し
た
そ
う
で
す
が
、
目
次
の

「
口
絵　

中な
か
む
ら村
不ふ

折せ
つ
」
が
「
不
打
」
と
早
速

誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。
子
規
は
す
で
に
病
床

で
し
た
か
ら
、
発
行
人
は
柳や
な
ぎ
は
ら原

極き
ょ
く
ど
う堂

、
子
規

は
主
筆
と
な
り
ま
す
。
1
号
に
は
巻
頭
句「
俳

優
の
馬
に
着
け
ゆ
く
ふ
と
ん
か
な　

岬こ
う
う
ん雲　

子
規
宗
匠
選
」
と
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の

「
宗
匠
」
の
名
残
が
見
え
月
並
俳
句
か
ら
脱

却
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
、
松
山

で
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
体
裁
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
松
山
の
『
ほ
と
ゝ
き
す
』
は

二
十
号
ま
で
で
す
。
発
行
人
の
極
堂
が
忙
し

く
な
っ
て
発
刊
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
頃
虚
子
は
、
東
京
で
独
自
の
俳

句
雑
誌
を
創
刊
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
子
規
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

『
ほ
と
ゝ
き
す
』
を
東
京
へ
移
し
て
虚
子
に

ま
か
せ
よ
う
、
虚
子
も
雑
誌
創
刊
を
ゼ
ロ
か

ら
や
る
よ
り
も
良
い
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
虚

子
に
声
を
か
け
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
虚

子
が
東
京
で
『
ほ
と
ゝ
き
す
』
を
引
き
継
ぐ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
無
け
れ
ば
、
現
在
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

は
残
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

東
京
へ
移
っ
て
最
初
の
『
ホ
ト
ゝ
ギ
ス
』

は
、
第
二
十
一
号
明
治
31
年
10
月
号
で
す
。

表
紙
は
カ
ラ
ー
版
画
で
す
。
巻
頭
句
は「
こ
ヽ

ら
あ
た
り
地
代
も
や
す
し
鳴
く
蚯
蚓　

香こ
う
ぼ
く墨

虚
子
選
」。
俳
句
欄
は
、
虚
子
、
子
規
、
河か
わ

東ひ
が
し

碧へ
き

梧ご

桐と
う

を
含
め
て
3
人
く
ら
い
で
選
句
を

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
現
在
に

至
る
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
体
裁
が
出
来
て
き

た
よ
う
で
す
。
今
、
全
国
の
俳
誌
の
中
核
を

な
し
て
い
る
「
雑
詠
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
は
、

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
明
治
41
年
10
月
号
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

百
号
は
、
明
治
38
年
4
月
号
で
す
。
巻
頭

句
は
「
指
呼
の
中
二
の
石
門
の
か
す
み
け
り

　

雨
里　

碧
梧
桐
選
」。
こ
の
号
に
は
、
夏な
つ

目め

漱そ
う
せ
き石
の
小
説
「
幻
影
の
楯
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
掲
載
小
説
に
わ
ざ
わ
ざ
カ
ラ
ー

の
き
れ
い
な
表
紙
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。「
幻

影
の
楯
」
は
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
サ
ー
王
伝
説

を
元
に
し
た
小
説
で
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
し

た
漱
石
ら
し
い
、
当
時
の
日
本
の
小
説
と
は

ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に

は
漱
石
の「
坊
ち
ゃ
ん
」「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

な
ど
の
小
説
が
連
載
さ
れ
、
俳
句
雑
誌
か
ら

文
芸
誌
と
な
り
購
買
数
が
増
え
て
行
き
ま
し

た
。
虚
子
も
俳
句
よ
り
小
説
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。「
雑ざ
つ
え
い詠
」
も
9
か
月
で
や
め
て

し
ま
い
、
二
百
号
ま
で
の
間
に
は
様
々
な
こ

と
が
起
き
て
い
ま
す
。�

（
次
頁
へ
続
く
）

第
32
回（
平
成
二
十
五
年
度
） 

時
雨
忌
記
念
講
演
会
録 

講
師

　稲
畑 

廣
太
郎（「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」副
主
宰・雑
詠
選
者
）

俳
諧
か
ら
俳
句
へ

　
　〜
ホ
ト
ト
ギ
ス
千
四
百
号
の
歩
み
〜
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明
治
43
年
9
月
号
は
、
女
性
小
説
家
の
一
い
ち
の

宮み
や

瀧た
き

子こ

の
小
説
「
女
」
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の

小
説
の
登
場
人
物
で
あ
る
女
性
の
言
動
が
公

序
良
俗
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
、『
ホ
ト
ト

ギ
ス
』
は
発
売
禁
止
、
回
収
に
な
る
と
い
う

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
説
の
要

で
あ
っ
た
漱
石
が
新
聞
主
筆
と
な
っ
て
忙
し

く
な
り
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
誌
上
の
執
筆
を
や

め
て
し
ま
い
ま
す
。
俳
句
欄
め
あ
て
の
読
者

は
碧
梧
桐
に
流
れ
て
し
ま
い
、
虚
子
も
「
俳

句
は
碧
梧
桐
に
ま
か
せ
る
」
と
言
っ
て
い
た

く
ら
い
で
し
た
。
し
か
し
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

の
購
買
数
は
ぐ
ん
と
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　

大
正
元
年
9
月
号
に
、
虚
子
が
『
ホ
ト
ト

ギ
ス
』
の
編
集
に
苦
労
し
て
い
る
様
子
を
描

い
た
漫
画
「
虚
子
十
態
」
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
鎌
倉
に
住
む
虚
子
が
東
京
の
事
務
所
へ

行
く
と
こ
ろ
、
選
句
し
編
集
し
印
刷
所
へ
原

稿
を
入
れ
て
雑
誌
が
で
き
あ
が
り
、
各
所
へ

発
送
し
て
売
れ
残
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
姿

を
、
画
家
の
小お

川が
わ

千せ
ん
よ
う甕

が
描
き
ま
し
た
。

　

虚
子
は
、
大
正
2
年
正
月
号
に
「
高
札
」

と
し
て
今
後
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
所
信
表

明
を
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
虚
子
が
主

筆
と
な
る
こ
と
、「
平
明
に
し
て
余
韻
あ
る

俳
句
を
鼓
吹
す
る
こ
と
」「
俳
句
を
専
門
と

す
る
」「
挿
絵
を
一
芸
術
品
と
し
て
あ
つ
か

う
こ
と
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
、
俳
句
で
復
活

す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
挿

絵
に
売
出
し
中
の
若
手
画
家
た
ち
を
起
用
し

た
こ
と
か
ら
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
挿
絵
や

表
紙
か
ら
画
家
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。
竹た
け

久ひ
さ

夢ゆ
め

二じ

な
ど
も
そ
う
で
す
。
昭
和
16
年
の
表

紙
は
横よ
こ
や
ま
た
い
か
ん

山
大
観
、
昭
和
26
年
に
は
東ひ
が
し
や
ま山
魁か
い

夷い

が
描
い
て
お
り
、
虚
子
に
は
才
能
を
見
抜
く

力
、
人
を
引
っ
張
る
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
百
号
は
大
正
2
年
4
月
号
で
す
。
こ
の

号
は
第
4
刷
ま
で
増
刷
さ
れ
、
か
な
り
売
れ

た
よ
う
で
す
。
二
百
号
記
念
行
事
と
し
て
、

虚
子
は
演
能
を
催
し
、
文
壇
や
文
人
を
招
待

し
ま
し
た
。
虚
子
の
実
家
で
あ
る
愛
媛
県
松

山
市
の
池
内
家
は
、
能
楽
師
の
家
柄
で
す
。

虚
子
も
、
同
じ
郷
里
出
身
の
碧
梧
桐
も
謡
を

し
能
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
明
治
維
新

後
、
武
士
の
文
化
で
あ
っ
た
能
楽
は
だ
い
ぶ

廃
れ
て
い
た
の
で
す
。
能
楽
に
関
心
の
あ
る

人
も
少
な
く
、
ま
た
一
般
人
が
能
楽
を
見
に

行
く
の
は
遠
慮
す
る
よ
う
な
風
潮
で
し
た
。

そ
こ
で
、
虚
子
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
で
も
能

楽
を
と
り
あ
げ
、
記
念
演
能
も
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
虚
子
に
と
っ
て
は
、
能
楽
は
趣
味
、

俳
句
が
仕
事
、で
し
た
か
ら
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

に
能
楽
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
一

度
だ
け
で
す
。

　

一
時
中
止
し
て
い
た
「
雑
詠
」
欄
が
復
活

し
て
、
再
び
「
巻
頭
句
」
が
載
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
二
百
号
の
巻
頭
句
は「
櫛

買
へ
ば
簪
が
媚
び
る
夜
寒
か
な　

渡わ
た
な
べ辺
水す
い

巴は

」
で
す
。

　

大
正
10
年
9
月
号
の
三
百
号
で
は
、
虚
子

は
「
俳
句
所
感
」
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
「
近
代
の
句
は
無
味
乾
燥
な
写
生
句
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
」
が
、
し
か
し
「
俳

句
に
は
客
観
写
生
に
主
観
が
入
っ
て
い
る
。

表
に
出
な
い
主
観
が
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

客
観
写
生
を
つ
き
つ
め
る
こ
と
で
、
主
観
を

閉
じ
込
め
る
、
そ
し
て
句
と
し
て
発
散
す
る
。

対
象
を
よ
く
見
る
か
ら
こ
そ
花
鳥
諷
詠
に
昇

華
さ
れ
る
、
人
間
と
い
う
自
分
自
身
も
自
然

の
一
部
で
あ
る
、
と
い
う
、
虚
子
の
考
え
を

述
べ
て
い
ま
す
。
最
後
に
「
従
来
や
っ
て
き

た
雑
詠
の
選
を
今
後
も
続
け
て
や
っ
て
い
く

に
す
ぎ
な
い
」
と
し
「
こ
れ
が
私
の
光
栄
あ

る
責
任
で
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。
巻
頭
句
「
夏
野
騾

馬
巫
女
の
鼓
を
括
ら
れ
て　

緑り
ょ
く
ど
う堂
」。

　

こ
の
頃
、
正
月
号
で
は
、
著
名
俳
人
、
村む
ら

上か
み

鬼き
じ
ょ
う城
、
長は

せ谷
川が
わ

零れ
い

余よ

し子
、
原は
ら
せ
き
て
い

石
鼎
、
飯い
い

田だ

蛇だ

笏こ
つ
、
岩い
わ

木き

躑つ
つ
じ躅
な
ど
の
色
紙
を
、
カ
ラ
ー

印
刷
で
5
枚
一
組
7
円
で
頒
布
す
る
、
と
い

う
こ
と
も
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
百
号
昭
和
4
年
12
月
号
で
は
、
読
者
や

俳
人
か
ら
お
祝
い
の
文
章
な
ど
を
募
っ
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。
五い

お

き
百
木
瓢ひ
ょ
う
て
い亭

、
村
上
鬼
城

な
ど
の
名
前
が
見
え
ま
す
。
こ
の
号
で
は
、

別
冊
で
記
念
句
集
を
刊
行
し
ま
し
た
。
巻
頭

句
「
十
六
夜
の
き
の
ふ
と
も
な
く
照
ら
し
け

り　

阿あ

わ

の
波
野
青せ
い

畝ほ

」。

　

五
百
号
昭
和
13
年
4
月
号
で
は
、
現
在
は

調
布
深
大
寺
に
あ
る
虚
子
像
が
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
作
者
は
彫
刻
家
・
洋
画
家
の
石い
し

井い

鶴つ
る

三ぞ
う
で
、
虚
子
の
デ
ス
マ
ス
ク
も
作
っ
て
い
ま

す
。
デ
ス
マ
ス
ク
の
実
物
は
虚
子
記
念
文
学

館
に
あ
り
ま
す
。
巻
頭
句
「
腰
高
の
障
子
明

り
に
乳
倉
の
子　

中
田
み
づ
ほ
」。

　

六
百
号
昭
和
21
年
12
月
号
は
終
戦
直
後
の

時
代
を
反
映
し
て
、
本
文
の
紙
質
が
粗
悪
な

も
の
で
す
。
な
ぜ
か
表
紙
だ
け
が
立
派
で
す
。

こ
の
頃
か
ら
、
発
行
人
は
虚
子
の
長
男
、
高

濱
年
尾
と
な
っ
て
い
ま
す
。
虚
子
が
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
の
仕
事
を
年
尾
に
譲
る
」
と
発
表
し

た
の
ち
、
六
百
号
の
年
尾
の
消
息
に
は
「
実

質
に
お
い
て
は
変
更
す
る
と
こ
ろ
は
な
い

と
（
虚
子
に
）
申
し
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

昭
和
26
年
か
ら
「
雑
詠
」
の
選
句
も
年
尾
選

に
な
り
ま
す
。
巻
頭
句
「
火
を
投
げ
し
如
く

に
雲
や
朴
の
花　

野の

み見
山や
ま

朱あ
す

鳥か

」。
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七
百
号
昭
和
30
年
4
月
号
の
表
紙
絵
は
、

鯉
が
あ
ぶ
く
を
は
い
て
い
る
の
が
「
７
０
０
」

に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん

だ
デ
ザ
イ
ン
で
、
川か
わ
ば
た端

龍り
ゅ
う
し子

が
描
い
て
い
ま

す
。
七
百
号
の
虚
子
の
記
念
の
句
は
「
子
規

と
短
き
日
そ
の
後
長
き
日
を
」、
ま
た
七
百

号
を
懐
古
し
た
文
章
を
載
せ
ま
し
た
。
子
規

や
漱
石
の
こ
と
に
触
れ
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
も

広
く
文
藝
雑
誌
と
し
て
た
つ
べ
き
志
だ
っ

た
が
、
そ
れ
は
雑
誌
経
営
の
う
え
で
失
敗

が
あ
っ
た
。」「
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
数
年
ま
え
年

尾
に
譲
っ
た
。
そ
の
と
き
年
尾
に
所
信
を

聞
い
た
が
、
自
然
に
ま
か
す
の
み
と
答
え

た
。
私
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
こ
と
に
は
口
を
は

さ
ま
ず
、
年
尾
に
ま
か
し
て
お
る
。
そ
し
て

年
尾
が
自
然
に
ま
か
す
と
い
う
こ
と
、
旧
態

を
守
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
れ
も
ま
た
い

い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
年
尾
が
新

に
為
す
こ
と
も
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望
し
て
お

る
。」
と
あ
り
ま
す
。
虚
子
自
身
は
、
こ
の

懐
古
文
の
4
年
後
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、
こ

の
文
章
に
は
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
た
か
の
よ

う
な
「
お
別
れ
」
の
雰
囲
気
、
惜
別
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
な
ん
と
も
不
思
議
な
こ
と
で

す
。
4
年
後
の
昭
和
34
年
4
月
に
虚
子
は

亡
く
な
り
、
七
百
五
十
号
は
虚
子
追
悼
号
、

七
百
六
十
号
は
虚
子
一
周
忌
の
特
集
号
と
し

て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
百
号
の
巻
頭
句
「
春
風
の
日
本
に
源
氏

物
語　

京き
ょ
う
ご
く極
杞き

陽よ
う
」。
高
濱
年
尾
の
選
で
す
。

こ
の
句
は
、
2
句
投
句
の
う
ち
の
一
句
が
巻

頭
に
な
り
ま
し
た
が
、も
う
一
つ
の
句
は
「
秋

風
の
日
本
に
平
家
物
語
」
で
し
た
。
お
も
し

ろ
い
句
な
の
で
対
で
覚
え
て
し
ま
い
ま
す

ね
。

　

八
百
号
昭
和
38
年
8
月
号
で
年
尾
は
、「
私

は
旧
態
を
守
っ
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
育
成
し
て

い
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
」
と
、
前
に
虚

子
が
述
べ
た
こ
と
に
答
え
て
い
ま
す
。
八
百

号
で
は
、
備
前
焼
虚
子
胸
像
の
頒
布
を
行
い

ま
し
た
。
備
前
焼
の
名
匠
伊い

せ勢
崎ざ
き

陽よ
う
ざ
ん山
の
作

品
で
す
。
巻
頭
句
「
大
岩
の
厳
然
と
し
て
滴

れ
り　

佐さ

藤と
う

漾よ
う
じ
ん人

」。

　

九
百
号
昭
和
46
年
12
月
号
、
巻
頭
句
「
我

が
た
め
の
入
山
の
儀
や
月
の
秋　

岡お
か
や
す安
迷め
い

子し

」。
年
尾
は
朝
日
俳
壇
の
選
者
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
54
年
10
月
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
雑
詠
の
選
者
は
、

そ
れ
よ
り
少
し
前
の
昭
和
52
年
か
ら
稲い
な
は
た畑
汀て
い

子こ

に
代
わ
っ
て
お
り
、
稲
畑
汀
子
が
主
宰
と

な
り
ま
し

た
。

　

千
号
昭

和
55
年
4

月
号
の
表

紙
は
日
本

画
家
の
小お

倉ぐ
ら

遊ゆ

き亀
が

描
い
て
い

ま
す
。
巻

頭
句
「
葬
ご
ヽ
ろ
の
禁
煙
ひ
と
日
秋
ふ
か
き

　

石い
し
や
ま山
佇ち
ょ

牛ぎ
ゅ
う」。

　

千
百
号
昭
和
63
年
8
月
号
の
巻
頭
句
「
花

よ
り
も
勿
忘
草
と
い
う
名
摘
む　

粟あ
わ

津づ

松
し
ょ
う

彩さ
い

子し

」。
私
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
社
員
と
し
て
加

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
4
月
8
日
に
は

虚
子
忌
で
祝
賀
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
桜

の
満
開
の
な
か
に
大
雪
が
降
っ
た
と
い
う
の

が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
に

「
歳
月
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
と
い
う
映
画
を
製
作

し
て
い
ま
す
。

　

千
二
百
号
平
成
8
年
12
月
号
、
こ
の
年

１
９
９
６
年
は
、
創
刊
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年

と
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
月
に
毎
号
発
行

さ
れ
て
い
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
巻
数
と
号

数
が
本
当
に
あ
っ
て
い
る
の
か
、
増
刊
や
別

冊
、
刊
行
が
な
か
っ
た
月
な
ど
も
あ
り
細
か

く
は
調
べ
き
れ
ま
せ
ん
が
、
１
９
８
７
年
の

創
刊
か
ら
数
え
て
百
年
で
す
。
巻
頭
句
「
非ひ

文ぶ
ん

忌
の
滝
に
吸
ひ
寄
せ
ら
れ
む
と
す　

三み

村む
ら

純じ
ゅ
ん
や也

」。
記
念
行
事
と
し
て
、
虚
子
の
書
い

た
新
作
歌
舞
伎
を
片か
た
お
か岡
我が

當と
う
が
演
じ
て
上
演

し
ま
し
た
。
虚
子
の
書
い
た
新
作
能
「
実
朝
」

の
上
演
も
あ
り
ま
し
た
。

　

千
三
百
号
平
成
17
年
4
月
号
の
表
紙
は
、

川
端
龍
子
の
孫
息
子
で
あ
る
岡お
か
の
ぶ
た
か

信
孝
が
描
い

て
い
ま
す
。
巻
頭
句
「
オ
リ
オ
ン
の
存
問
受

け
て
枯
尾
花　

稲
畑
廣
太
郎
」。
こ
の
号
で

稲
畑
汀
子
は
雑
詠
選
者
を
引
退
し
、
稲
畑
廣

太
郎
に
交
替
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
選
者
は

雑
詠
に
は
投
句
で
き
ま
せ
ん
（
笑
）。

　

昨
年
、
平
成
25
年
8
月
号
が
千
四
百
号
と

な
り
ま
し
た
。
巻
頭
句
「
人
の
輪
の
外
に
を

り
け
り
卒
業
子　

山や
ま

田だ

佳よ
し

乃の

」。
巻
頭
句
は

１
０
０
号
ご
と
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
偶
然

に
も
最
後
の
山
田
佳
乃
以
外
に
女
性
が
お
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
で
は
女
性
俳
人
の

ほ
う
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
虚

子
が
大
正
2
年
に
、
女
性
も
文
芸
を
俳
句
を

し
て
み
て
は
ど
う
か
、
と
初
め
て
女
性
に
も

俳
句
を
す
す
め
て
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
「
つ

つ
じ
十
句
集
」
と
い
う
欄
を
作
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
女
性
の
俳
句
が
始
ま
り
ま
し
た
。
虚

子
の
娘
で
あ
る
星ほ
し

野の

立た
つ

子こ

が
創
刊
主
宰
し
た

「
玉た
ま

藻も

」
が
女
性
の
俳
句
雑
誌
の
草
分
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
現
代
ま
で
女
性

の
俳
人
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
現
在
で
は
女

性
俳
人
の
ほ
う
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ホ
ト

ト
ギ
ス
の
主
宰
も
女
性
で
あ
る
稲
畑
汀
子
が

つ
と
め
て
お
り
ま
す
し
、
女
性
が
主
宰
で
あ

る
俳
句
雑
誌
も
た
く
さ
ん
出
来
て
い
ま
す
。

俳
句
は
女
性
も
男
性
も
関
係
な
い
、
対
等
な

世
界
で
す
。
俳
句
を
作
る
こ
と
に
、
へ
だ
た

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
へ
だ
た
り
の
無
い
俳
句

の
世
界
を
、
結
社
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
10
月
13
日

於
：
江
東
区
芭
蕉
記
念
館

＊�

稲
畑
廣
太
郎
氏
は
平
成
25
年
10
月
27
日
に

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」主
宰
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
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お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
（
２
６
５
号
）
1
頁
上
段
（
横
書
）

の
記
述
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
、「
3
件
を
解
除
し
た
た
め
」「
総
数
は

１
０
５
２
件
」
と
な
り
ま
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

庚
申
塔
は
、
十じ
っ
か
ん干
十じ
ゅ
う
に二
支し

の
庚
申
の
日

（
60
日
に
一
度
）
に
行
な
わ
れ
る
庚
申
信
仰

に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
石
造
物
で
す
。
庚

申
信
仰
と
は
、
庚
申
の
夜
に
眠
る
と
人
の
体

内
に
い
る
三さ
ん

尸し

の
虫
が
体
内
か
ら
抜
け
出

し
、
天
帝
に
そ
の
人
の
悪
事
を
告
げ
て
早
死

さ
せ
る
た
め
、
徹
夜
を
し
て
過
ご
す
と
い
う

道
教
の
考
え
を
も
と
に
、
仏
教
・
神
道
・
民

間
信
仰
な
ど
の
影
響
を
取
り
入
れ
て
成
立
し

た
信
仰
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
庚
申
講
と
し

て
全
国
に
拡
大
し
ま
し
た
。

庚
申
塔
の
形
態

　

庚
申
塔
に
は
様
々
な
形
態
が
あ
り
、
時
期

に
よ
っ
て
流
行
も
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
時
代
か

ら
各
地
で
板い
た

碑び

と
呼
ば
れ
る
板
状
の
供
養
塔

が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
板
碑
は

室
町
時
代
に
な
る
と
仏
教
的
要
素
に
加
え
て

民
間
信
仰
と
結
び
つ
き
、
庚こ
う
し
ん
ま
ち

申
待
板い
た

碑び

と
し

て
出
現
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天て
ん

正し
ょ
う

年
間

（
１
５
７
３
～
１
５
９
２
）
頃
か
ら
急
激
に
姿

を
消
し
て
い
き
、
江
戸
時
代
初
期
に
板
碑
か

ら
変
化
し
た
と
思
わ
れ
る
板
碑
型
の
庚
申
塔

が
現
れ
ま
す
（
①
）。
特
徴
は
、
背
面
を
粗
彫

り
で
舟
底
の
形
状
に
削
り
、正
面
頭
部
に
ア
ー

チ
状
の
窪
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
17
世
紀

中
頃
が
最
盛
で
、
18
世
紀
に
は
消
滅
す
る
、

古
い
形
態
で
す
。
区
内
で
最
古
の
板
碑
型
は
、

志し
の
ぶ演

神
社
に
あ
る
寛か
ん
ぶ
ん文

元
年
（
１
６
６
１
）

の
庚
申
塔
で
す
（
本
紙
２
６
５
号
参
照
）。

　

こ
の
ほ
か
に
、光こ
う
は
い背
型
（
②
）、駒
型
（
③
）、

角
柱
型
（
④
）、
丸
彫
り
型
（
⑤
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
光
背
型
は
、
仏
像
の
背
後
に
あ

る
光
背
を
か
た
ど
っ
た
形
状
で
、
17
世
紀
後

半
に
隆
盛
し
、
18
世
紀
後
半
に
は
衰
退
し
ま

す
。
駒
型
は
、
正
面
頭
部
が
山
状
に
な
っ
て

お
り
、
17
世
紀
後
半
～
19
世
紀
前
半
に
継
続

的
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
角
柱
型
は
、
17
世
紀

中
頃
～
近
代
ま
で
、
少
数
な
が
ら
継
続
的
に

造
ら
れ
ま
し
た
。
石
全
体
を
彫
像
し
た
丸
彫

り
型
は
少
数
で
、
18
世
紀
以
降
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
常
光
寺
に
あ
る
天て

ん

和な

3
年

（
１
６
８
３
）
の
庚
申
塔
は
、
区
内
唯
一
の

丸
彫
り
型
で
す
（
⑤
）。

庚
申
塔
の
本
尊

　

庚
申
塔
の
本
尊
に
は
青し

ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

面
金
剛
が
よ
く
見

ら
れ
ま
す
（
③
）。
青
面
金
剛
と
は
、
体
は

青
色
で
四よ
ん

臂ぴ

ま
た
は
二
臂
・
六
臂
、
目
は
赤

く
て
三
眼
、
足
下
に
鬼
を
踏
み
つ
け
た
像
で
、

病
気
を
除
く
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
青

面
金
剛
を
本
尊
と
す
る
の
は
、
17
世
紀
中
頃

以
降
に
一
般
化
し
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
、
阿

弥
陀
や
釈
迦
、
種し
ゅ

子じ

（
釈
迦
な
ど
を
表
す
文

字
）、「
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
」

の
三
猿
な
ど
が
本
尊
で
し
た
。
④
の
三
猿
の

上
部
に
は
、種
子
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
（
⑥
）。

三
猿
は
、
手
足
が
垂
直
に
な
っ
て
い
る
も

の
は
年
代
的
に
古
く
（
④
）、
時
代
が
下
る

と
手
足
の
形
が
菱
形
に
な
り
ま
す
（
②
③
）。

ま
た
、「
庚
申
塔
」

「
青
面
金
剛
」
な

ど
の
文
字
で
表
さ

れ
る
文
字
塔
も
出

現
し
ま
し
た
。
①

は
、
正
面
に
刻
ま

れ
た「
青
面
金
剛
」

を
本
尊
に
し
て
い

ま
す
。

庚
申
塔
の
刻
銘

　

庚
申
塔
に
刻
ま

れ
た
年
月
日
は
造
立
さ
れ
た
時
期
を
、
人
名

は
造
立
し
た
人
を
表
し
ま
す
。
そ
の
多
く
は

男
性
で
す
が
、
女
性
の
名
前
が
見
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
③
④
は
、
三
猿
の
下
に
人

名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
④
の
男
性
の
名
前
の

下
に
は
「
同
女
房
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

村
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
庚
申

講
は
一
般
的
に
村
単
位
で
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
③
の
塔
身
の
左
側
面
に

は
「
八は
ち
え
も
ん

右
衛
門
新し
ん
で
ん田

」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
造
立
し
た
目
的
や
願
い
を
表

す
願が
ん
も
ん文

を
刻
ん
で
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

金
井
貴
司
）

文
化
財
ま
め
知
識

江
東
区
内
の
庚
申
塔

江
東
区
内
の
庚
申
塔

①志演神社の庚申塔　延宝8年（1680）在銘

⑥三種類の種子（④三猿の上部）

②光明寺の庚申塔
　延宝4年（1676）在銘

③志演神社の庚申塔　延宝8年（1680）在銘

庚 申 塔 下 部に「 三
猿」と人名の刻銘が
ある。塔身の左側面
には「 八 右 衛 門 新
田」の刻銘（部分）

④龍眼寺の庚申塔
　万治2年（1659）在銘

バク
釈迦

キリーク
阿弥陀

キャ
十一面観音

青

面

金

剛
（
部
分
）

⑤
常
光
寺
の
庚
申
塔　

天
和
3
年（
１
６
８
３
）在
銘


